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平成 21 年度 ＩＬＯ/日本マルチ・バイ事業の概要 

 

 

１．ＡＳＥＡＮ地域の健康確保対策事業・環境整備事業       ６千８百万円 

ＷＨＯ（世界保健機関）と連携し、ＡＳＥＡＮ地域において、地域住民・

労働者に対する保健医療システムの導入及び労使協調体制の構築による

労働者保護に関する意識高揚の推進を図る事業。    

 

 

２．南アジアにおける若年者等の雇用機会確保・安定化事業    ２千２百万円 

  スリランカにおいて、若年者雇用に関する普及啓発活動、就職のための基

礎学力修得、モデル雇用対策等を実施する事業。 

 

 

３．ＡＳＥＡＮ地域の移民労働者対策事業        ２千８百万円 

  ＡＳＥＡＮ地域において、無秩序な労働者移動による労働市場の混乱の防

止や、我が国への不法移民流入圧力を軽減するために、送出国における起業

支援、受入国における移民労働者の権利啓発等を実施する事業。 

 

 

４．地球環境の問題に配慮した雇用戦略支援事業【新規事業】 ３千７百万円 

  ＡＳＥＡＮ等で行われている環境に配慮した産業構造への移行に伴う構

造的・摩擦的失業等に対応するため、一定の工業化を果たしている国に対し

て、地球環境の問題に配慮した雇用を促進するための支援を実施する事業。 
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※ 太幅は予算規模5,000万円以上継続の大規模事業。
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　　注１　SKILLS-AP(旧APSDEP）を除く
　　注２　1975年及び1976年は予算なし

ILO/日本 マルチ・バイ事業　　予算額の推移
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